
　水産物の調査では、｢検査計画、出荷制限等の品目・区域の設定・解除の考え方
（ガイドライン）｣ に基づき、主要な魚種や漁場、及び過去に放射性セシウム濃度が
50Bq/kg を超えたことのある魚種を対象に調査を行っています。
　現在、表のように生息域や漁期について区別し、近隣県の検査結果も考慮して検査
を行っています。また、広範囲に移動するカツオ、サンマ等の回遊性の魚種について
は、移動の状況を踏まえ、広範囲の県で調査を行っています。
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　魚介類は前年度に放射性セシウム濃度が50Bq/kg を超えたことのある魚介類や関
係都道府県における主要な水産物を中心として、原則週１回程度のモニタリング調査
を行っています。魚介類の基準値超過数は、少しずつ減少しています。
　福島県の海産魚介類において基準値を超える検体は、原発事故直後は検体の約３割
確認されました。その後、基準値を超えるものは減少し、2015年４月以降では、４
検体確認されたのみとなっています。福島県以外では2014年９月以降、基準値を超
過したものはありません。
　福島県内外の淡水種は、2021年度においても基準値超過したものがありますが、
年々、件数は減少傾向にあります。
　なお、この基準値とは、2012年４月より設定された100Bq/kg のことを指します
（2011年度は暫定規制値が適用されていましたが、2012年以降の結果と比較するた
めに、現在の基準で集計しております）。
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　2011年10月から東日本太平洋側で漁獲された生鮮水産物を中心に、どこで獲られ
たものか消費者の方が分かりやすいように、原産地表示を推奨する取組を進めていま
す。
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